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 本手法に基づき、超対称性模型である Non-Universal-Higgs masses 模型(NUHM)を解析した。
NUHM は GUT を視野に入れた模型である。ミクロ(GUT スケール)で NUHM は、スフェルミオン質量、







「面白い」領域である Inverted Light Squark (ILSQ)領域を発「見」した。ILSQ 領域は 1、2 
世代のスクォークが軽い、今まで詳しく調べられていない新しい領域である。 














b.ミューオン g-2を 1σで説明する領域 
c.ビーノ暗黒物質が ILSQとの Coannihilationで実現される領域 
d.グラビティーノ LSPが BBNと無矛盾である領域 
 特に b は、スキャッタープロットでの先行研究から、棄却されていた。しかし、RECC による
解析手法を用いてその存在を明らかにしたのである。 
 
 このように、RECC による解析手法は、FT-SUSY に有効的で、既存の手法では見落とされていた
重要な物理を見つけることが出来ることを具体的な例を用いて示した。 
 









9. FT-SUSY へのアプローチ 
10. Running Equation for Constraints of Coefficients(RECC) 
11. RECC による解析手法 
12. RECC による解析基本編の具体例: NUHM 




























あるエネルギースケールから異なるエネルギースケールへと写像する方程式（Running Equation for 
Constraints of Coefficients: RECC）を開発し、それを用いて電弱スケールでの実験的制限等を基
本的スケールに写像し、基本的スケールにおいて許容されるパラメータ領域を効率よく同定する方法
を提唱した。さらにこの方法を Non Universal Higgs Model と呼ばれる模型に適応し、幾つかのこれ
まで知られていなかった超対称粒子の質量スペクトルのパターンを見出すとともに、ミューオンの異
常磁気能率の標準模型とのずれをこの模型で説明できると事等を示した。本論文で提唱された方法論
は独創的であり、また模型に関する解析で得られた知見は近い将来実験的に検証される可能性があり、
ともに高く評価できるとともに、著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を
有することを示している。したがって、殷文提出の博士論文は、博士（理学）の学位論文として
合格と認める。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
